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33２０１１年５月期（１０２０１１年５月期（１０//６～１１６～１１//５）５）連結業績連結業績

●Profit and loss statement

1.8％2.0％0.9％当期純利益率

△687△50.9％1,350△750△53.1％1,412662当期純利益

2.9％3.1％2.3％経常利益率

△555△25.9％2,150△597△27.3％2,1911,594経常利益

2.5％2.6％1.7％営業利益率

△665△36％1,850△622△34.4％1,8061,184営業利益

△3,108△4.2％74,0008581.2％70,03370,891売上高

（増減額）（％）（増減額）（％）

期初計画比
期初計画

前期比
前期当期

（単位：百万円）



44２０１１年５月期（１０２０１１年５月期（１０//６～１１６～１１//５）５）連結業績連結業績

連結売上高は７０８億９１百万円
（前期比８億５８百万円増、期初計画比３１億８百万円減）

■連結売上高および営業利益

第３四半期までは政府の経済政策によって緩やかな景気回復が続いていたものの、３月１１

日に発生した東日本大震災によって甚大な人的、物的被害に見舞われ、また、製造業における

サプライチェーンの分断によって生産の停止が連鎖し、企業業績や雇用環境の悪化など、深刻

な影響を受けた。

インテリア市場、ならびに自動車内装材市場もその影響が大きく、当社も、震災によって第４

四半期の売上高と収益が急激に悪化し、連結売上高は前期を上回ったものの、営業利益は減

益となった。

連結営業利益は１１億８４百万円
（前期比６億２２百万円減、期初計画比６億６５百万円減）

■連結経常利益

持分法による投資利益を97百万円計上したものの、営業利益の減益が影響し、経常利益は前

期比5億97百万円減の15億94百万円となった。

■連結当期純利益

東日本大震災に伴う損失が1億35百万円発生したこと等により、当期純利益は前期比7億50

百万円減の6億62百万円となった。



55連結業績の事業セグメント別内訳連結業績の事業セグメント別内訳

●Segment information 

（単位：百万円）

※当期よりセグメント区分を変更して

おります。

インテリア 32,617 32,760 △0.4% △143

自動車・車両内装 35,037 33,567 4.4% 1,470

機能資材 3,084 3,538 △12.8% △454

その他 153 167 △8.4% △14

セグメント合計 70,891 70,033 1.2% 858

インテリア 578 936 △38.2% △358

自動車・車両内装 1,749 1,963 △10.9% △213

機能資材 △43 17 - △61

その他 50 97 △48.3% △46

調整額 △1,149 △1,207 - 57

セグメント合計 1,184 1,806 △34.4% △622

前期比（％） 前期比（額）

前期 前期比（％） 前期比（額）

前期

連
結
売
上
高

営
業
利
益

当期

当期



66インテリア事業インテリア事業

連結売上高３２６億１７百万円

連結営業利益５億７８百万円

（前期 ３２７億６０百万円）

（前期 ９億３６百万円）

コア商品であるカーペットを中心にカーテン、壁紙等を販売

（一般家庭向けカーペット、ラグマット）

個人消費の低迷に拍車が掛かり、前期売上高を下回った。

■前期比１億４３百万円減収、３億５８百万円減益
大阪新阪急ホテル 宴会場

別注ｶｰﾍﾟｯﾄ

（オフィスビルや商業施設、ホテル向けの業務用カーペット）

東日本大震災の影響でリニューアル工事の中止や新築工事の延期が発生し、前期売上高を下回った。

（カーテン）

主力の「mode S（モードエス）VOL.5」と既製カーテンの新シリーズ「デザインライフ」が順調に売上高を伸ばし、コント

ラクトカーテン「Face Vol.16＋（プラス）」が医療・福祉・教育施設で引き続き受注を増やした結果、売上高は前期をわ

ずかに上回った。

（壁紙）

「空気を洗う壁紙Ⓡ」などの機能性商品が売上高を伸ばしたが、全体的には前期をわずかに下回った。



77自動車・車両内装事業自動車・車両内装事業 自動車内装事業自動車内装事業

連結売上高３５０億３７百万円

連結営業利益１７億４９百万円

（前期 ３３５億６７百万円）

（前期 １９億６３万円）

フロアカーペット、シート表皮材、天井表皮材等、自動車内装材をトータルで販売

車両内装分野を合わせた連結業績

（国内）

エコカー補助金制度の終了や、東日本大震災の影響による自動車生産の停止に伴い、当社の自動車向けカー

ペット事業とシート表皮材事業のスミノエ テイジン テクノ株式会社は、売上高、営業利益ともに計画を下回った。

（海外）

米国子会社STAの売上高と営業利益が前期を上回り、連結業績に寄与したものの、中国子会社SPMは売上高、

営業利益ともに前期を下回った。

■前期比１４億７０百万円増収、２億１３百万円減益

トヨタ プリウスα
スエード調シート表皮材



88自動車・車両内装事業自動車・車両内装事業 車両内装事業車両内装事業

九州新幹線の内装材受注等により、新車向けの受注は前期を上回ったものの、鉄道各社の安全

対策投資の拡大や東日本大震災の影響によってリニューアル受注が冷え込んだため、全体では

売上高、営業利益ともに前期を下回った。

鉄道・バスにシート表皮材やカーペット、

リサイクル性に優れたシートクッション材「スミキューブ®」等を販売

山陽・九州直通新幹線

「みずほ」「さくら」

東北新幹線

E5系「はやぶさ」



99機能資材事業機能資材事業

■前期比４億５４百万円減収

連結売上高３０億８４百万円

連結営業損失４３百万円

（前期 ３５億３８百万円）

（前期 １７百万円）

Tispaシリーズ 脱臭・消臭剤

「香りでごまかさない 本当の消臭」

ホットカーペット事業、タイルカーペット輸出事業と

独自消臭加工技術によるフィルター事業を展開

ホットカーペット事業は、暖冬の影響により生産台数が

減少し、円高と価格競争の激化から売上高、営業利

益ともに減少した。タイルカーペットのＯＥＭ事業は、

国内市場では売上高がわずかに増加したが、輸出で

は微減となったため、全体では前期並みとなった。消

臭フィルター事業では、「香りでごまかさない 本当の消

臭」が順調に売上高を伸長し、家電用フィルター生産

も拡大した。



1010連結Ｂ連結Ｂ//ＳＳ 連結Ｃ連結Ｃ//ＦＦ

【有形・無形固定資産】

連結子会社化した２社の固定資産が増加したほか、リサイク

ルタイルカーペットの新ライン導入などの設備投資を行ったた

め、前期比１０億４５百万円増の１０５億８７百万円となった。

【たな卸資産】

当期より連結子会社となったタイのT.C.H.Suminoe Co., Ltd.

と、中国の蘇州住江小出汽車用品有限公司のたな卸資産２

億８千万円が増加したことなどから、前期比５億１６百万円

増の１０５億８７百万円となった。

（単位：百万円）

Statement of cash flows 当期 前期

営業活動によるC/F 2,479 2,547

投資活動によるC/F △1,044 △745

財務活動によるC/F △2,105 240

換算レート変動の影響 △67 △6

期中の増減額 △737 2,035

期首の現金残高 8,564 6,529

期末の現金残高 7,827 8,564

【キャッシュ・フロー】

営業キャッシュフローを２４億７９百万円計上したものの、固

定資産の取得８億４７百万円や社債の償還による支出１３

億円等があったため、期末現金残高は前期比７億３７百万

円減の７８億２７百万円となった。

Balance sheet 当期 前期

総資産 72,877 74,383

現預金 8,247 8,284

売上債権 17,260 18,676

たな卸資産 10,587 10,071

その他の流動資産 3,314 3,795

有・無形固定資産 26,636 25,590

投資その他の資産 6,831 7,965

総負債 44,776 46,134

仕入債務 14,335 15,334

短期借入金および一年以内償還社債 12,567 11,496

その他流動負債 3,675 3,521

長期借入金・社債 3,478 5,157

その他固定負債 10,719 10,624

純資産 28,101 28,249

資本金 9,554 9,554

資本剰余金 2,652 2,652

利益剰余金 6,898 6,614

自己株式 △329 △325

有価証券評価差額金 △81 496

土地再評価差額金 7,185 7,184

その他評価・換算差額 △620 △292

少数株主持分 2,844 2,365



1111連結業績の推移連結業績の推移 （単位：百万円）

11/5下期

71,374

11/5上期10/5上期

通期推移 経常利益

当期純利益

期末売上高

営業利益

70,033

160

2,191

78

1,806

1,412

10/5下期09/5期 10/5期 11/5期

△849

70,891

1,594 

1,184

662

35,848

半期別推移

34,184
37,112

746

1,444

1,071

769
1,036

827

426
322

1,089

33,779

522
356

235



1212２０１２年５月期計画２０１２年５月期計画

連結期初計画

売上高７４０億円

営業利益１３億円

経常利益１６億円

当期純利益８.５億円



1313２０１２年５月期２０１２年５月期 連結セグメント別計画連結セグメント別計画

■２０１２年５月期計画

東日本大震災によるサプライチェー

ンの分断から立ち直りつつあるもの

の、電力不足も影響し、製造業を中

心にいまだ完全な復興には至ってお

らず、加えてギリシャ財政危機といっ

た欧州の経済不安や米国の景気停

滞など、先行きは非常に不透明かつ

リスクを含んだ状況にある。

2012年5月期の前半も各セグメント

ともに同震災の影響を免れない状

況となっている。

（単位：百万円）

■中期経営計画について

2010年6月より３ヵ年中期経営計

画“Challenge 2012”をスタートさせ

たが、その前提となる市場環境が大

きく変化していることから当計画を

中断し、2013年5月期を初年度と

する3ヵ年計画を改めて策定し、発

表する。

インテリア 32,200 32,617 -1.3% △417

自動車・車両内装 37,700 35,037 7.6% 2,663

機能資材 4,000 3,084 29.7% 916

その他 100 153 △34.6% △53

セグメント合計 74,000 70,891 4.4% 3,109

インテリア 530 578 △8.3% △48

自動車・車両内装 1,820 1,749 4.1% 71

機能資材 80 △43 △286.0% 123

その他 30 50 △40.0% △20

調整額 △1,160 △1,149 － △11

セグメント合計 1,300 1,184 9.8% 116

前期比(％) 前期比(額)
2012年5月期

計画

前期 前期比(％) 前期比(額)

前期

売
上
高

営
業
利
益

2012年5月期
計画



1414株主配当について株主配当について

■２０１２年５月期について

２０１２年５月期は、中間、期末ともに２円５０銭、年間５円の配当を予定しており

ます。

１１/５期

５円

■配当額の推移

０７/５期

５円

０８/５期

５円

０９/５期

２.５円

１０/５期

２.５円

１２/５期

５円

（予定）



1515リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売

市場から回収した使用済みタイルカーペットを再
生材料として使用した、新しい循環型リサイクル
タイルカーペット「 」を７月１５日に新発売し
ました。

循環型リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売循環型リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売
エ コ ス



1616

４社共同でタイルカーペットの回収、再資源化、製品化までの
独自の循環モデルを確立

リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売

「 」 開発の背景

当社では、ペットボトルリサイクル繊維「スミトロン®」の製造を２０年前
から開始し、リサイクルタイルカーペットの製造に取り組んできました。

持続的な社会を構築するため、環境負荷の
少ないものづくりが求められている。

リファインバース

低炭素社会の
実現へ

スミノエ 住友商事住江織物

タイルカーペットの資源循環に向け、新たな取組みとして、



1717リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売リサイクルタイルカーペット「ＥＣＯＳ」発売

「 」 循環の仕組み

ＥＣＯＳは「資源を未来へ」をキーワードに、エコバリューチェーンを確立した
画期的なリサイクルタイルカーペットです。



1818「ＥＣＯＳ」の特長「ＥＣＯＳ」の特長

市場に流通している製品は、ポストコンシューマ再生材比率が２５

～４０％強のものがほとんどだが、ＥＣＯＳは最大で７７％を達成。
※ポストコンシューマ再生材 ・・市場から回収した廃材をもとにした再生材料

再生材の中には、材料由来を特定出来ないものも多くあるなか、
ＥＣＯＳは再生材を使用済みタイルカーペットに限定することで、
材料由来を明確にし、安全性を確保。

最大４３％のＣＯ２削減率（当社従来品比）を達成。

高い再生材比率

高い安全性、品質

高いＣＯ２削減率

（みずほ情報総研株式会社によるＬＣＡ評価にて）



1919難燃性樹脂ハニカム構造体「スミハニカム」を共同開発難燃性樹脂ハニカム構造体「スミハニカム」を共同開発

鉄道車両材料の開発で培った難燃化技術と岐阜プラスチック
工業の超軽量・高剛性樹脂ハニカム構造体を融合し、難燃性
ハニカム構造体（商品名 スミハニカム）を共同開発しました。



2020「スミハニカム」の特長「スミハニカム」の特長

高強度・超軽量構造

[Core：PP，Skin：石目調シート]
Marble pattern sheet

[曲げ加工]
Bending forming

[プレス加工]
Pressing forming

六角形のセルの集合体は、力学

上最も優れたサンドイッチコア材

ＰＰを中心とした素材

表面に異素材を
接着可能

２次加工に優れた素材



2121住江織物の難燃化技術を応用住江織物の難燃化技術を応用

住江織物の

難燃化技術

自動車・車両の内装材の開発で培った住
江織物の独自難燃化技術を応用し、ハニ
カム材のスキン層、コア材のＰＰ樹脂を難
燃化。

鉄道車両用材料燃焼試験の「難燃性」に合格
※(社)日本鉄道車両機械技術協会による燃焼試験

☞ PP樹脂の難燃化と燃焼規格合格によって
自動車・バス・鉄道・航空機などへの用途展開が
広がる



2222今後の販売展開について今後の販売展開について

両社が持つ独自技術と販売ルートを活用し、「難燃性」を要求される
様々な市場へ展開していく。

車両

物流自動車

建材 家具

住設

岐阜プラスチック工業

住江織物



2323香港「サウスチャイナモーニングポスト」にインタビュー記事掲載香港「サウスチャイナモーニングポスト」にインタビュー記事掲載

香港の「サウスチャイナモーニング

ポスト」の日本企業特集で、イン

タビュー記事が掲載されました。

環境にやさしい商品作りについて、

当社の取り組みが取り上げられま

した。

1903年に創刊され、アジア、オセアニア

圏に２千万人の読者を持つ、香港の伝統

ある日刊英字新聞です。

「サウスチャイナモーニングポスト」




